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前川噴水施設　“WAi　WAi ファンタジア”が完成
平成 22 年４月 25 日（日）、前川排水機場と噴水施設の完成披
露式が開催されました。当日は施設内で嫁入り舟も行われ、式
典に華を添えました。
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平成 22年第 1回定例会

平成２２年度当初予算、補正予算、条例の一部改正等、全３２案件を可決平成２２年度当初予算、補正予算、条例の一部改正等、全３２案件を可決

　３月定例会は３月４日から３月１９日まで開催

されました。審議された議案等は、当初予算９件、

条例改正７件、補正予算６件、意見書提出２件、

人事案件４件、その他４件です。提出された案

件はすべて原案のとおり可決しました。通告質

問については、９人の議員が登壇し市政一般に

ついて質問しました。

会　  議　  経  　過会　  議　  経  　過

審議された主な議案

月　日 議　事　日　程

３月　４日（木） 開会・議案説明

３月１１日（木）
議案質疑・委員会付託

教育福祉委員会

３月１２日（金）
環境経済建設委員会

総務委員会

３月１６日（火） 市政一般通告質問　（５人）

３月１７日（水） 市政一般通告質問　（４人）

３月１９日（金） 委員長報告・表決・閉会

件　　　　名 内　　　　　容

◎特別職の職員で常勤のものの給与及び
旅費に関する条例の一部改正

○市長、副市長の給料月額を減額するもの
　市長給与　　５４９,０００円（規定額から２３５,０００円減額）
　副市長給与　５７８,０００円（　　〃　　 ３０,０００円減額）

◎教育長の給与、勤務時間等に関する条
例の一部改正

○教育長の給料月額を減額するもの
　５２３,０００円（条例規定額から２７,０００円減額）

◎潮来市医療福祉費支給に関する条例の
一部改正

○小学生までの入院費用助成を中学生までに拡大したもの

◎公の施設の指定管理者の指定について
○潮来市立図書館の指定管理者を定めるもの
　指定団体　大新東ヒューマンサービス（株）茨城支店

◎平成２２年度潮来市予算について
○一般会計・特別会計・事業会計の総額を
　１８７億１,６７５万円（前年度比０.３％増）とするもの

◎工事請負契約の締結について

○日の出中学校屋内運動場・武道場新築工事の請負契約を
するもの
　契約相手　　幸武・松崎特定建設工事共同企業体
　契約金額　　６億５,９４０万円（税込）

◎潮来市公平委員会委員の選任について
○任期満了に伴う委員の選任に同意するもの（３名）
　氏名　・石津 政枝　・坂本　武　・香取 昌衛

◎潮来市固定資産評価審査委員会委員の
選任について

○任期満了に伴う委員の選任に同意するもの（２名）
　氏名　・羽生　章　　・石田 光昭

◎潮来市監査委員の選任について
　（議会議員からの選任）

○監査委員の辞任に伴う委員の選任について同意するもの
　氏名　・加藤 政司　

◎議員発議　意見書の提出について

○国の関係機関へ意見書を提出するもの
・北朝鮮による拉致問題の早期解決を求める意見書
・「ヒロシマ・ナガサキ議定書」のNPT（核兵器不拡散条約）
再検討会議での採択に向けた取り組みを求める意見書
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平成２２年度当初予算、補正予算、条例の一部改正等、全３２案件を可決
○一般会計108億 8,900万円　○特別会計67億 392万円　○水道会計11億 2,383万円

平成２２年度当初予算可決　総額１８７億１，６７５万円平成２２年度当初予算可決　総額１８７億１，６７５万円

平成２２年度に展開する市の重点事業平成２２年度に展開する市の重点事業
市政運営の基本方針　市政運営の基本方針　
「元気で活気に満ちた潮来」「安心して快適な暮らしができる潮来」「市民に便利でオープンな市民協働の市政」「元気で活気に満ちた潮来」「安心して快適な暮らしができる潮来」「市民に便利でオープンな市民協働の市政」

【一般会計】

【特別会計・事業会計】

○教育・文化施策　　　　　　　　　　　　　　　○産業振興施策
　・日の出中学校屋内運動場新築工事　　　　　　　・戸別所得補償モデル対策事業
　・小学５・６年生児童の英語学習　　　　　　　　・観光交流イベント、市民協働事業の強化
　・潮来小学校耐震補強対策　　　　　　　　　　　・企業誘致活動の一層の推進
　・ＡＥＤ全校配置　　　　　　　　　　　　　　　・「潮来あやめちゃん」の販売促進
○保健・医療・福祉施策　　　　　　　　　　　　○行財政施策
　・「健康体操」普及促進　　　　　　　　　　　　 ・民間施設の活用
　・中学生入院費用無料化　　　　　　　　　　　　・事務事業の徹底した見直し
　・「健康」をテーマとした各種施策の実施　　　 ○市民協働施策
○土地利用・基盤整備施策　　　　　　　　　　　　・「自治基本条例」の制定
　・潮来駅江寺線整備事業　　　　　　　　　　　　・男女共同参画、まちづくりへの市民参画の推進
　・稲井川周辺整備事業　　　　　　　　　　　　○生活環境施策
　・前川運動公園整備事業　　　　　　　　　　　　・公共下水道整備事業
　・石綿セメント管更新事業　　　　　　　　　　　・衛生施設、ごみ処理施設修繕　

一般会計内訳 平成２２年度予算 前年度比 内　　　　　　　　　　　容

歳

入

地方交付税 31 億 5,783 万円 2,383 万増 市町村の均衡を図るため国が交付するお金

国・県支出金 19 億 2,885 万円 4億 2,980 万増 国・県が使用目的を特定して交付するお金

市 税 31 億 7,767 万円     7,116 万減 市民税など市民が直接納めるお金

借 入 金 11 億 1,763 万円 4,945 万増 市の事業のために借り入れるお金

そ 　の　 他 15 億   702 万円 3,692 万減 譲与税・使用料・繰入金・分担金など

歳

出

人　件　費 23 億 1,567 万円 2,763 万減 職員等の給料・報酬などに使うお金

扶　助　費 20 億 3,650 万円 1億 8,928 万増 生活保護など各種福祉の助成、手当てに使うお金

物　件　費 17 億 5,938 万円 6,645 万増 業務委託、備品・消耗品等に使うお金

公　債　費 15 億 4,387 万円 1億   678 万減 市の借金を返済するお金（元金・利息）

建設事業費 8 億 7,551 万円 8,690 万増 道路や施設などの建設のために使うお金

そ　の　他 23 億 5,807 万円 1億 8,678 万増 補助費・繰出金・積立金など

歳入歳出合計 108 億 8,900 万円 3億 9,500 万増

内　　　訳 平成２２年度予算 内　　　訳 平成２２年度予算

国民健康保険特別会計 ３６億５，４８６万円 下水道事業特別会計 １２億５，８１９万円

老 人 保 健 特 別 会 計 ３６２万円 農業集落排水特別会計 ５，４６１万円

介 護 保 険 特 別 会 計 １５億３，３１７万円 水道事業会計 ( 工業用含 ) １１億２，３８３万円

後期高齢者医療特別会計 １億９，９４７万円 合計（特別・事業会計） ７８億２，７７６万円
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北朝鮮による拉致問題の
早期解決を求める意見書

（要旨）
　日本国憲法第１３条において「すべて国民は、個人
として尊重される。生命、自由及び幸福追求に対する
国民の権利については、公共の福祉に反しない限り、
立法その他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。」
とうたっており、北朝鮮による拉致問題は、政府とし
て最優先に取り組むべき課題である。また、拉致の被
害者、その家族の問題が、日本国の主権を侵されてい
るにも関わらず、北朝鮮に対し適切な対応を取れない
ことは非常に残念である。
　平和外交は理想とするところであるが、正常な体制
とは考えられない国家間においては、自国民の拉致、
核の脅威に対し一般的な外交手法ではなく強い態度で
の交渉が必要である。
　よって潮来市議会は、拉致事件の全容解明と拉致被
害者の全員が無条件で早期に家族のもとに帰ることが
できるよう、政府の強力な取り組みを望むものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
提出先　　衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・
　　　　　総務大臣・外務大臣

「ヒロシマ・ナガサキ議定書」のＮＰＴ
（核兵器不拡散条約）再検討会議での採択に

向けた取組みを求める意見書
（要旨）
　人類史上最初の原子爆弾の惨禍を経験した我が国
は、一貫して核兵器の廃絶を訴え続けてきました。本
市議会としても核兵器の廃絶等を求める意見書を幾度
となく議決し、平和への祈願を表明しております。
　昨年４月のオバマ米国大統領の「核兵器のない世
界」に向けた演説以降、核兵器廃絶に向けた世界的な
流れは加速しています。核兵器廃絶を早期に実現する
ためには、明確な期限を定めて核保有国を始め各国政
府が核兵器廃絶に取り組む必要があります。
　このため、広島市と長崎市が主宰する平和市長会議
では、２０２０年までに核兵器を廃絶するための具体
的な道筋を示した「ヒロシマ・ナガサキ議定書」が、
本年５月に開催されるＮＰＴ（核兵器不拡散条約）再
検討会議で採択されることを目指しています。
　よって、国会及び政府におかれては、「ヒロシマ・
ナガサキ議定書」の趣旨に賛同し、その採択に向け、
核保有国を始めとする各国政府に働き掛けていただく
よう強く要請します。

提出先　　衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・
　　　　　総務大臣・外務大臣

国 へ の 意 見書
議員から提出された意見書が可決され、国の関係行政庁送付しました

期　　日 内　　　　　　　　容 議　　員 期　　日 内　　　　　　　　　容 議　　員

１月７日 明日の茨城づくり新春のつどい 議 長 ２３日 教育福祉委員会協議会 教育福祉委員

７日 広報編集委員会 広 報 委 員 ２４日 議会全員協議会 全 議 員

９日 潮来市賀詞交歓会 全 議 員 ２５日 県市議会議長会理事会 議 長

１０日 新成人のつどい 全 議 員 ２５日 鹿行広域事務組合議会 組 合 議 員

１１日 潮来市消防出初式 全 議 員 ２８日 潮来市文化協会芸能音楽祭 関 係 議 員

１８日～１９日県東地区議長会視察研修 議 長 ３月１日 議会運営委員会 議会運営委員

２０日 議会運営委員会 議会運営委員 ２日 大規模稲作研究会総会 議長・所管委員長

２１日 教育福祉委員会協議会 教育福祉委員 ３日 高齢者クラブグラウンドゴルフ大会 議 長

２１日～２２日県市議会議長会研修 議 長 ４日 定例会本会議　初日 全 議 員

２５日 県東地区議長会臨時会 議 長 ６日 潮来市健康づくり大会 全 議 員

２６日 潮来市水田農業推進協議会 関 係 議 員 ６日 東関東道空港北ＩＣ開通式 議 長

２６日 行方地区交通安全サミット 議 長 ７日 茨城空港開港式 議 長

２８日 議会全員協議会 全 議 員 １０日 市内中学校卒業式 全 議 員

２９日 潮来市悠々塾公演会 議 長 １１日 定例会本会議 全 議 員

３０日 潮来市社会福祉大会 関 係 議 員 １１日 教育福祉委員会 教育福祉委員

２月５日 市議会議員研修会 関 係 議 員 １２日 総務委員会 総 務 委 員

６日 シルバー人材センター芸能祭 議 長 １２日 環境経済建設委員会 環境経済建設委員

８日 潮来市農業委員会総会 議 長 １４日 潮来市文化講演会 全 議 員

１０日 ＪＡなめがた麻生ホール竣工式 副 議 長 １６日 定例会本会議　一般質問 全 議 員

１０日 全国市議会議長会 議 長 １７日 定例会本会議　一般質問 全 議 員

１２日 議会臨時会 全 議 員 １９日 定例会本会議　最終日 全 議 員

１６日 広報編集委員会 広 報 委 員 １９日 市内小学校卒業式 全 議 員

１９日 議会全員協議会 全 議 員 ２１日 水戸藩開藩４００年記念祝賀会 議 長

１９日 議会運営委員会 議会運営委員 ２５日 シルバー人材センター総会 議 長

１９日 潮来市国保運営協議会 議 長 ２５日 議会運営委員会 議会運営委員

２３日 環境経済建設委員会協議会 環境経済建設委員

議会議員活動日誌（平成２２年１月～３月)議会議員活動日誌（平成２２年１月～３月)
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一 般 通 告 質 問一 般 通 告 質 問

問 

特
産
物
の
開
発(

食
の
グ

ル
メ
土
産
等)

を
伺
う
。

答 

こ
れ
ま
で
食
用
ま
こ
も
や

イ
チ
ジ
ク
な
ど
の
特
産
化
、
米

粉
を
使
っ
た
商
品
開
発
な
ど
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
現
行

の
川
魚
料
理
、
佃
煮
、
す
ず
め

焼
き
、
ま
こ
も
竹
に
工
夫
を
こ

ら
し
一
層
磨
き
を
か
け
、
提
供

す
る
店
舗
の
育
成
な
ど
の
施
策

が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

定
住
・
促
進
に
つ
い
て

　

地
元
業
者
で
の
リ
フ
ォ
ー
ム

に
対
す
る
補
助
制
度
を
伺
う
。

答 

秘
書
政
策
課
長

　

市
独
自
は
実
施
し
て
い
な
い

が
県
内
の
自
治
体
の
実
施
事
例

を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
住
宅
建
設
・
リ
フ
ォ
ー
ム
に

伴
う
太
陽
光
発
電
、
エ
コ
対

策
に
対
す
る
補
助
制
度
に
つ

い
て

◎
催
し
事
へ
の
送
迎
車
に
対
し
て

の
保
険
補
償
の
指
導
に
つ
い
て

◎
交
通
弱
者
に
対
し
、
循
環
バ
ス

を
利
用
し
て
の
送
迎
に
つ
い
て

◎
公
用
車
の
保
険
加
入
、
管
理

状
況
に
つ
い
て

企
業
誘
致
に
つ
い
て

　

観
光
農
園
構
想
後
22
年
以

上
、
約
22
億
７
千
万
円
を
投

資
、
毎
年
１
千
万
円
近
く
の
膨

大
な
税
金
を
維
持
費
と
し
て
か

け
て
い
る
道
の
駅
周
辺
の
誘
致

候
補
地
に
、
誘
致
実
現
の
現
時

点
で
の
可
能
性
を
伺
う
。

答 

企
業
誘
致
推
進
室
長

　

景
気
は
一
部
で
回
復
傾
向
が

見
ら
れ
る
が
、
二
番
底
に
な
る

危
機
感
も
あ
り
ま
す
。
国
内
で

は
企
業
は
既
存
施
設
を
統
廃
合

し
た
り
、
設
備
投
資
を
控
え
た

り
し
て
、
非
常
に
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
可
能

性
は
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

問 

誘
致
担
当
職
員
の
こ
れ

ま
で
の
実
績
、
今
年
の
配

置
、方
針
、方
向
性
を
伺
う
。

答 

鹿
嶋
臨
海
地
域
産
業
活
性

化
基
本
計
画
を
策
定
し
、
重
点 田崎　清 議員

促
進
区
域
に
位
置
付
け
、
大
臣

同
意
を
取
得
し
ま
し
た
。
県
内

ト
ッ
プ
優
遇
策
の
条
例
化
、
地

区
計
画
を
都
市
計
画
決
定
し
た

こ
と
で
、
開
発
が
担
保
さ
れ
た

こ
と
が
実
績
と
な
り
ま
す
。

　

市
長
、
副
市
長
の
直
属
の
部

署
と
な
っ
て
お
り
３
名
体
制
で

す
。
今
年
度
か
ら
企
業
立
地
報

奨
制
度
を
開
始
し
、
臨
時
職
員

１
名
を
採
用
し
、
東
京
を
拠
点

に
誘
致
活
動
を
し
て
い
き
ま

す
。

　
問 

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
土
地
改

良
区
と
の
協
議
、
負
担
を
伺

う
。

答 

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
方
式
と
な
り
、
整

備
に
要
し
た
費
用
は
土
地
代
に

付
加
す
る
こ
と
で
応
分
の
負
担

を
求
め
る
。
土
地
改
良
区
と
の

協
議
は
、
土
地
改
良
区
か
ら
の

除
外
、
区
域
内
の
道
路
、
水
路

の
用
地
関
係
、
雨
水
排
水
の
放

流
の
同
意
取
得
な
ど
を
協
議

し
、
負
担
金
や
補
償
金
と
し
て

約
19
年
間
で
総
額
約
３
億
円
支

払
っ
て
い
ま
す
。
雨
水
排
水
負

担
金
は
今
後
も
継
続
し
て
支
払

う
こ
と
に
な
る
た
め
、
企
業
立

地
後
は
企
業
側
に
負
担
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問 

土
地
の
売
却
単
価
と
貸
地

単
価
の
設
定
を
伺
う
。

答 

売
却
単
価
は
一
反
歩
６
０

０
万
円
で
、
こ
れ
ま
で
の
経

費
、
造
成
費
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

等
加
算
し
た
通
常
単
価
で
す
。

賃
借
料
は
一
反
歩
12
万
円
で
す

が
土
地
単
価
を
重
要
視
す
る
の

で
、
近
隣
の
工
業
団
地
よ
り
安

価
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
条
件

や
経
済
状
況
な
ど
総
合
的
に
判

断
し
企
業
と
の
交
渉
に
な
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答 

市
長

　

現
状
の
経
済
状
況
を
考
え
ま

す
と
大
変
難
し
い
時
期
に
入
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
チ
ャ

ン
ス
に
換
え
、
手
を
緩
め
る
こ

と
な
く
企
業
誘
致
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

 

観
光
資
源
に
つ
い
て

　

２
年
間
使
用
出
来
な
か
っ

た
あ
や
め
園
内
私
有
地(

立

入
禁
止)

の
解
決
方
法
を
伺

う
。

答 

観
光
商
工
課
長

　

あ
や
め
園
協
力
会
の
協
力
を

い
た
だ
き
、
従
来
ど
お
り
の
賃

貸
借
契
約
の
維
持
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

問 

完
成
す
る
前
川
噴
水
の
利
用

法
、
観
光
プ
ラ
ン
を
伺
う
。

答 

嫁
入
り
舟
を
行
う
際
の
旦

那
様
の
お
迎
え
の
場
と
し
て
、

又
テ
ラ
ス
を
設
置
し
眺
望
を
活

か
し
た
散
策
ル
ー
ト
の
中
心
と

し
て
、
市
民
や
観
光
客
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
、
季
節
を
問
わ

ず
適
齢
期
を
迎
え
た
方
々
や
、

水
遊
び
の
大
好
き
な
子
供
か
ら

孫
、
ひ
孫
な
ど
一
緒
に
な
っ
て

楽
し
む
水
の
郷
潮
来
を
目
指
し

ま
す
。

　
問 

ブ
ラ
ン
ド
米
『
あ
や
め

ち
ゃ
ん
』の
PR
方
法
を
伺
う
。

答 

農
政
課
長

　

学
校
給
食
を
始
め
、
都
内
の

米
穀
店
、地
元
ス
ー
パ
ー
、ネ
ッ

ト
等
で
販
売
し
ま
す
。
PR
活
動

は
、
東
京
方
面
の
消
費
者
を
招

い
て
の
田
植
え
や
交
流
会
を
行

い
、
あ
や
め
祭
り
や
世
田
谷
区

民
祭
り
等
な
ど
東
京
方
面
の
イ

ベ
ン
ト
等
に
も
参
加
し
て
い
ま

す
。

　

問問

問問

問問
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一 般 通 告 質 問一 般 通 告 質 問

公
立
小
・
中
学
校
の
適

正
規
模
に
つ
い
て

　

学
校
に
お
い
て
は
児
童
生

徒
の
社
会
性
の
育
成
及
び
互

い
に
切
磋
琢
磨
す
る
場
と
し

て
一
定
の
規
模
が
必
要
で
す

が
、
急
激
な
少
子
化
に
伴

い
、
学
校
の
小
規
模
化
が
進

み
、
今
後
も
そ
の
傾
向
は
加

速
し
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

県
教
育
委
員
会
の
指
針
で
は

小
学
校
で
は
各
学
年
２
学
級

以
上
の
12
学
級
、
中
学
校
で

は
９
学
級
以
上
が
望
ま
し
い

と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
６

次
総
合
計
画
に
は
、
県
の
適

正
規
模
に
つ
い
て
の
指
針
や

校
舎
等
の
老
朽
化
を
踏
ま

え
、
学
校
の
適
正
配
置
計
画

の
策
定
を
地
域
住
民
と
と
も

に
検
討
し
、
安
心
安
全
な
教

育
環
境
の
た
め
校
舎
等
の
耐

震
診
断
、
計
画
的
な
補
強
工

事
に
努
め
ま
す
。
と
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

県
教
育
委
員
会
の
適
正
規

模
指
針
を
ク
リ
ア
し
て
い
る

小
中
学
校
は
ど
こ
か
伺
う
。

答 

教
育
次
長

　

延
方
小
、
日
の
出
小
、
牛

堀
小
で
す
。
中
学
校
は
ク
リ

ア
し
て
い
ま
せ
ん
。

問 

徳
島
地
区
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
ど

の
よ
う
に
分
析
さ
れ
た
か
伺

う
。

答 

現
在
の
徳
島
、
福
島
、

米
島
地
区
の
子
ど
も
達
は
、

徳
島
小
学
校
の
ほ
か
延
方
小

学
校
、
日
の
出
小
学
校
に
も

通
学
し
て
い
る
状
況
か
ら
、

子
ど
も
達
の
生
活
、
友
達
づ

き
あ
い
も
含
め
、
大
人
た
ち

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
が
読
み

取
れ
ま
す
。
今
後
は
子
供
た

ち
へ
の
教
育
を
第
一
に
考

え
、
地
域
の
思
い
を
含
め
徳

島
小
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い

て
方
向
性
を
定
め
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

問 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
市

内
の
他
地
区
で
も
計
画
さ
れ

て
い
る
か
。

答 

現
在
の
と
こ
ろ
計
画
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問 

適
正
配
置
計
画
の
具
体

的
な
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

伺
う
。

答 

徳
島
小
学
校
に
つ
い
て

は
検
討
委
員
会
を
設
置
し
諮

問
し
て
い
き
た
い
。
他
地
区

に
つ
い
て
は
県
の
指
針
を
踏

ま
え
、
各
学
校
の
状
況
に
配

慮
し
地
域
住
民
と
と
も
に
調

査
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
完
了
時
期
に
つ
い
て

は
現
在
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ

ん
。

問 

国
立
社
会
保
障
人
口
問

題
研
究
所
の
将
来
人
口
推
計

に
よ
る
と
、
22
年
度
茨
城
県

で
０
歳
か
ら
14
歳
が
38
万
７

千
人
だ
が
32
年
度
に
な
る
と

30
万
２
千
人
と
い
う
予
測
が

出
て
い
る
。
児
童
数
８
万
５

千
人
減
で
す
。
市
で
も
今
後

５
年
間
の
小
学
校
の
規
模
は

あ
る
程
度
数
字
は
出
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

行
方
市
、
鉾
田
市
は
適
正
配

置
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
子

供
た
ち
の
教
育
環
境
か
ら
す

れ
ば
策
定
を
急
ぐ
必
要
が
あ

り
ま
す
。
第
６
次
総
合
計
画

に
耐
震
診
断
の
実
施
、
計
画

的
な
補
強
工
事
に
努
め
る
と

あ
る
が
、
現
状
で
適
正
配
置

の
大
も
と
の
計
画
も
な
く
、

耐
震
等
に
よ
る
建
て
替
え
な

ど
の
場
合
に
は
整
合
性
が
取

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
市

と
し
て
は
っ
き
り
と
し
た
道

筋
、
計
画
が
示
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
無

駄
が
多
く
な
っ
て
し
ま
う
と

危
惧
し
て
い
る
が
、
市
の
考

え
を
伺
う
。

答 

今
ま
で
の
経
過
、
歴
史

的
な
部
分
も
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
配
慮
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
画
一
的

な
統
廃
合
を
進
め
る
の
で
は

な
く
、
小
規
模
校
の
特
色
と

問
題
点
を
現
実
的
に
考
慮

し
、
地
域
の
実
情
と
保
護
者

の
意
見
を
十
分
受
け
と
め
て

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
計
画
が
単
な
る

数
字
合
わ
せ
で
な
い
よ
う
に

配
慮
し
て
い
き
た
い
。

　

潮
来
小
学
校
に
つ
い
て
は

市
内
で
一
番
古
く
、
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。
行
政
と
し
て

い
か
に
子
供
た
ち
が
安
心
し

て
学
習
で
き
る
か
を
最
優
先

に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
保
護
者
か
ら
も

子
供
た
ち
の
安
全
を
負
託
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解

を
願
い
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

◎
県
道
水
戸
神
栖
線
、
県
道

潮
来
佐
原
線
沿
線
の
土
地

利
用
に
つ
い
て

◎
区
の
加
入
率
向
上
に
つ
い

て
◎
政
教
分
離
と
公
金
支
出
に

つ
い
て

問問

原　浩道 議員
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一 般 通 告 質 問一 般 通 告 質 問

今泉　利拓議員

潮
来
市
の
企
業
誘
致

推
進
役
・
鈴
木
副
市
長

に
問
う

　

平
成
22
年
度
緊
急
雇
用
創
出

事
業
を
活
用
し
た
臨
時
職
員
を

雇
用
し
、
東
京
を
活
動
拠
点
と

し
た
誘
致
活
動
の
展
開
を
図
る

と
と
も
に
、
立
地
希
望
企
業
へ

の
情
報
提
供
に
積
極
的
に
貢
献

し
、
企
業
立
地
に
つ
な
が
っ
た

場
合
報
奨
金
を
交
付
す
る
、「
企

業
立
地
成
功
報
奨
制
度
」
を
新

た
に
設
け
企
業
立
地
の
促
進
を

図
る
。
と
い
う
考
え
が
示
さ
れ

た
が
、
や
は
り
潮
来
市
の
企
業

誘
致
を
図
る
た
め
に
は
、
経
済

産
業
省
か
ら
来
ら
れ
た
副
市
長

に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
そ
こ
で
、
副
市
長
に
伺
う

が
、
経
済
産
業
省
の
出
身
者
と

し
て
ど
う
い
う
人
脈
を
駆
使
し

当
市
へ
の
企
業
誘
致
を
図
ろ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

答 

企
業
誘
致
推
進
室
長

　

新
た
に
４
月
か
ら
予
定
し
て

い
る
臨
時
職
員
に
は
、
多
く
の

企
業
と
つ
な
が
り
の
あ
っ
た
方

を
採
用
し
、
広
く
情
報
を
集
め

企
業
誘
致
を
実
現
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問 

東
京
を
拠
点
と
し
て
活
動

さ
れ
る
方
は
ど
の
よ
う
な
方
な

の
か
。

答 

こ
れ
ま
で
企
業
で
の
営
業
活

動
、
不
動
産
関
係
、
建
設
業
に

携
わ
っ
た
方
な
ど
、
企
業
と
の

つ
な
が
り
を
も
と
に
、
企
業
訪

問
等
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
方
を
採
用
し
た
い
。
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
掲
載
し
て
い
る
。
３

月
末
ま
で
に
は
最
終
的
に
決
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

問 

東
京
を
活
動
拠
点
と
す
る

と
、
市
長
、
副
市
長
も
直
接
目

が
届
か
な
い
。
活
動
報
告
や
活

動
の
修
正
な
ど
は
誰
が
求
め
て

い
く
の
か
。

答 

活
動
内
容
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
報
告

を
い
た
だ
き
、
週
間
、
月
間
報

告
な
ど
も
考
え
て
い
ま
す
。
訪
問

企
業
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
名
刺

等
の
添
付
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

報
告
の
内
容
を
見
て
、
市
の

た
め
に
活
動
で
き
る
か
ど
う
か

市
長
、
副
市
長
と
と
も
に
判
断

し
て
い
き
ま
す
。
臨
時
職
員
に

つ
い
て
は
、
１
日
６
時
間
、
時

給
１
０
０
０
円
で
募
集
し
て
い

ま
す
。

問 

東
京
で
活
動
す
る
方
を
雇

う
と
新
た
な
支
出
と
な
る
。
こ

の
際
、
副
市
長
は
日
の
出
の
ア

パ
ー
ト
代
を
自
分
で
負
担
し
た

ら
ど
う
か
。

答 

総
務
部
長

　

副
市
長
の
ア
パ
ー
ト
代
は
、

今
ま
で
ど
お
り
市
か
ら
支
出
い

た
し
ま
す
。
県
に
派
遣
し
て
い

る
市
の
職
員
の
家
賃
を
市
が
支

出
し
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
り

ま
す
。市

主
催
事
業
の
実
施
内

容
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

成
人
式
は
、
は
じ
め
て
選
挙

権
を
得
た
人
と
、
選
挙
で
選
ば

れ
た
市
会
議
員
が
は
じ
め
て
顔

を
合
わ
せ
る
公
の
場
で
す
。
出

席
議
員
は
一
人
一
人
紹
介
し
て

は
ど
う
か
。

答 

中
央
公
民
館
長

　

来
賓
の
か
た
は
か
な
り
多
く

の
人
数
と
な
り
時
間
も
か
か
り

ま
す
の
で
、
来
賓
紹
介
は
今
ま

で
ど
お
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

問 

お
ど
り
の
響
演
の
お
ど
り

コ
ー
ス
を
、
潮
来
駅
前
か
ら
あ

や
め
橋
の
た
も
と
、
潮
来
ホ
テ

ル
駐
車
場
前
ま
で
の
県
道
潮
来

佐
原
線
に
し
て
は
ど
う
か
。

答 

観
光
商
工
課
長

　

市
と
し
て
も
再
三
警
察
に
も

お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
県
道

で
は
難
し
い
状
況
で
す
。
多
く

の
市
民
の
望
み
で
も
あ
り
、
警

察
に
も
十
分
伝
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

問 

敬
老
会
に
つ
い
て
、
66
の

各
行
政
区
で
実
施
す
る
よ
う
に

し
て
は
ど
う
か
。

答 

介
護
福
祉
課
長

　

多
く
の
皆
さ
ん
で
お
祝
い
が

で
き
、
ほ
か
の
地
域
の
方
々
と

も
交
流
で
き
る
の
で
、
１
カ
所

に
集
め
て
実
施
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問 

戦
没
者
慰
霊
祭
に
つ
い

て
、
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
る
人

が
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

社
会
福
祉
課
長

問問

問問

　

追
悼
の
言
葉
に
つ
い
て
は
、

遺
族
会
長
か
ら
の
意
向
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
今
後
見
直
す
と

い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、

遺
族
会
と
市
の
ほ
う
で
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

問 

水
郷
潮
来
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
に
つ
い
て
は
、
市
長
も

健
康
を
市
政
推
進
の
大
き
な

テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

健
康
づ
く
り
に
も
役
立
つ
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
復
活
さ
せ

て
は
ど
う
か
。
市
長
の
考
え

は
。

答 

中
央
公
民
館
長

　

近
隣
で
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

開
催
が
増
え
、
ま
た
コ
ー
ス
条

件
の
悪
化
な
ど
が
あ
り
、
参
加

者
の
減
少
、
そ
れ
と
観
光
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
な
ど
の
事
業

効
果
の
面
で
も
希
薄
に
な
っ
て

き
た
と
い
う
こ
と
で
休
止
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
、
現
在
の
と

こ
ろ
再
開
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。
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当
市
の
交
付
税
の
推

移
は

　

当
市
へ
の
交
付
税
は
、
合

併
す
れ
ば
10
年
間
は
減
ら
さ

な
い
と
い
う
国
の
約
束
に
も

関
わ
ら
ず
、
三
位
一
体
の
改

革
で
年
々
減
額
さ
れ
て
来
ま

し
た
。
新
た
に
導
入
さ
れ
た

新
型
交
付
税
も
小
さ
い
当
市

に
有
利
な
基
準
で
は
な
い
で

す
。

　

地
方
全
体
の
今
年
度
分
の

交
付
税
は
増
額
、
来
年
度
分

も
増
額
の
方
針
と
い
う
が
当

市
の
過
去
５
年
間
の
交
付
税

の
推
移
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
再
来
年
度
分
交
付
税
の

合
併
特
例
措
置
も
終
了
し
ま

す
。
ど
う
な
る
と
予
想
さ
れ

る
か
。
人
口
算
出
基
準
に
よ

る
交
付
税
増
に
は
人
口
増
加

策
が
必
要
だ
が
当
市
と
し
て

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答 

財
政
課
長

　

過
去
５
年
間
の
交
付
税
の

推
移
、
普
通
交
付
税
、
特
別

交
付
税
、
臨
時
財
政
対
策
債

を
合
わ
せ
て
、
16
年
に
40
億

５
０
７
万
３
千
円
だ
っ
た
も

の
が
、
20
年
は
35
億
６
５
２

１
万
４
千
円
と
な
り
、
５
年

で
４
億
３
９
８
５
万
９
千
円

の
減
、
11
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
国
で
は
平
成
22
年
度

は
臨
財
債
を
含
め
総
額
対
前

年
度
比
３
兆
６
３
１
６
億
円

の
増
と
し
ま
し
た
。
当
市
で

も
対
前
年
度
比
１
億
７
７
８

８
万
４
千
円
増
の
35
億
７
３

４
６
万
５
千
円
で
す
。

　

ま
た
潮
来
市
で
は
平
成
23

年
度
で
交
付
税
の
合
併
特
例

措
置
が
終
わ
り
24
年
度
か
ら

５
ヶ
年
で
旧
２
町
分
か
ら
潮

来
市
一
本
算
定
額
に
減
少
し

ま
す
。
合
併
算
定
替
額
と
し

て
４
億
７
千
万
円
の
減
少
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
他
年
度
の
交
付
税

は
、
17
年
度
が
38
億
４
６
４

６
万
９
千
円
、
18
年
度
が
36

億
８
０
１
７
万
９
千
円
、
19

年
度
は
34
億
６
０
２
３
万
８

千
円
で
す
。

市
長
就
任
後
の
起
債

と
公
債
費
の
推
移
は

　

当
市
の
借
入
金
の
推
移
、

起
債
（
借
金
）
と
公
債
費
（
返

済
金
）
の
推
移
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。
当
市
は
起
債

を
元
利
償
還
以
内
の
目
安
額

と
し
て
10
億
円
に
抑
え
、
少

し
ず
つ
全
借
入
金
や
公
債
費

を
減
少
さ
せ
て
い
る
と
い
い

ま
す
が
、
市
長
就
任
後
の
当

市
の
起
債
と
公
債
費
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
、
今
後
は
ど

の
よ
う
に
な
る
か
。

答 

財
政
課
長

　

起
債
の
目
安
は
10
億
円

に
、
借
り
入
れ
返
済
は
元
金

13
億
円
を
目
安
に
し
て
お
り

18
年
度
起
債
は
９
億
８
０
２

０
万
円
、
公
債
費
元
金
13
億

４
５
８
万
２
千
円
分
。
19
年

度
起
債
９
億
７
３
７
２
万
４

千
円
、
公
債
費
元
金
13
億
１

８
８
２
万
円
分
。
20
年
度
起

債
は
９
億
３
５
０
７
万
７
千

円
、
公
債
費
元
金
14
億
３
７

１
４
万
４
千
円
分
で
す
。
市

債
の
現
在
額
比
較
で
は
18
年

度
末
元
金
１
３
４
億
４
４
２

３
万
６
千
円
、
平
成
20
年
度

末
元
金
は
１
２
５
億
９
７
０

７
万
３
千
円
で
８
億
４
７
１

６
万
３
千
円
の
減
少
で
す
。

平
成
21
年
度
で
は
起
債
14
億

４
８
６
９
万
３
千
円
、
公
債

費
元
金
14
億
１
９
７
７
万
１

千
円
分
。
平
成
22
年
度
は
起

債
11
億
１
７
６
３
万
４
千

円
、
公
債
費
元
金
13
億
２
９

０
８
万
６
千
円
分
で
す
。
今

後
の
公
債
費
に
つ
い
て
は
起

債
を
抑
制
し
、
圧
縮
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
　

公
共
交
通
に
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
の
早
期

導
入
を

　

今
、
民
間
バ
ス
路
線
が
ど

ん
ど
ん
無
く
な
っ
て
、
特
に

お
年
寄
り
や
身
体
不
自
由
者

な
ど
大
変
困
っ
て
い
ま
す
。

交
通
弱
者
が
個
々
に
タ
ク

シ
ー
で
出
か
け
る
と
大
変
高

く
つ
い
て
困
り
ま
す
。
当
市

の
第
６
次
総
合
計
画
に
は
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な
ど
新
し

い
公
共
シ
ス
テ
ム
の
検
討
な

ど
と
あ
り
ま
す
が
早
期
導
入

は
で
き
な
い
か
。

答 

秘
書
政
策
課
長　

　

本
市
の
特
性
、
身
の
丈
に

合
っ
た
公
共
交
通
の
仕
組
み

づ
く
り
を
さ
ら
に
研
究
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。当

市
独
自
の
奨
学
金

制
度
を
、
大
学
卒
業
後

戻
っ
て
く
る
条
件
で
で

き
な
い
か

答 

教
育
次
長　

　

国
及
び
県
等
に
お
い
て
奨

学
金
制
度
が
数
々
あ
り
ま
す

の
で
、
市
独
自
の
奨
学
金
制

度
の
創
設
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
。

問問

問問

問問

デマンドタクシーの導入を

問問
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財
政
運
営
に
つ
い
て

　

地
方
分
権
時
代
に
対
応
し
た

行
政
運
営
を
行
う
に
は
、
財
政

分
野
に
お
い
て
も
思
い
切
っ
た

改
革
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
市
の
財
政
は
長
引
く
景
気

の
低
迷
や
少
子
高
齢
化
を
背
景

と
し
た
社
会
保
障
関
係
経
費
の

伸
び
等
に
よ
り
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
安
全
安
心

の
充
実
と
行
財
政
運
営
の
健
全

化
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
伺
う
。

　

自
治
体
財
政
を
再
建
す
る
た

め
の
新
し
い
財
政
健
全
化
法
の

四
指
標
は
ク
リ
ア
し
て
い
る
も

の
の
、
財
政
の
弾
力
性
を
示
す

「
経
常
収
支
比
率
」
が
５
年
連

続
で
90
％
を
超
え
、
財
政
の
硬

直
化
が
年
々
進
ん
で
い
る
状
況

を
伺
う
。

答 

財
政
課
長

　

職
員
数
の
削
減
や
施
設
の
統

廃
合
な
ど
、
経
費
の
節
減
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
児
童
福
祉
関

係
経
費
の
増
に
よ
る
扶
助
費
の

増
加
、
ご
み
処
理
施
設
建
設
の

起
債
に
対
す
る
元
金
償
還
の
多

額
に
よ
る
公
債
費
の
増
な
ど
、

経
常
経
費
に
係
る
一
般
財
源
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
税
の
収
納
率
の
向
上

や
行
政
経
費
の
抑
制
を
図
り
、

議
員
の
的
確
な
指
導
の
も
と
、

市
長
を
先
頭
に
職
員
一
丸
と

な
っ
て
経
常
収
支
比
率
の
改
善

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
第
６
次
総
合
計
画
に
掲

げ
た
前
期
目
標
値
と
し
て
、
平

成
25
年
度
「
経
常
収
支
比
率
」

91
％
を
目
標
に
比
率
の
圧
縮
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

問 

財
政
力
指
数
、
い
わ
ゆ
る

余
裕
財
源
指
標
０
・
５
５
６（
平

成
20
年
度
）
の
現
状
を
ど
う
考

え
る
か
伺
う
。

答 

茨
城
県
平
均
で
は
０
・
79
、

全
国
平
均
で
は
０
・
55
と
な
っ

て
い
ま
す
。
市
と
し
て
も
安
定

的
な
財
政
運
営
を
す
る
た
め
に

自
主
財
源
の
確
保
は
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
今
後
も
税
収
等
の

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、
財

政
力
指
数
の
向
上
に
見
合
う
行

財
政
改
革
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
　

問 

義
務
的
経
費
は
４
割
台
と

い
う
の
が
自
治
体
の
平
均
で
、

当
市
は
52
％
で
す
が
４
割
台
へ

の
方
策
を
伺
う
。

答 

義
務
的
経
費
の
う
ち
人
件
費

に
つ
い
て
は
職
員
数
の
削
減
に

よ
り
減
少
し
、
扶
助
費
は
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
公
債

費
に
つ
い
て
は
塵
芥
処
理
施
設

の
償
還
額
の
減
少
に
よ
り
23
年

度
及
び
24
年
度
に
つ
い
て
は
低

く
な
る
見
込
み
で
す
。
今
後
も

職
員
の
適
正
配
置
や
事
務
事
業

の
見
直
し
等
行
い
、
義
務
的
経

費
の
低
減
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

問 

日
の
出
中
学
校
体
育
館
建

設
は
市
民
の
要
望
で
あ
り
、
２

０
１
２
年
度
よ
り
中
学
校
で
武

道
等
が
必
修
科
目
に
な
り
、
的

を
得
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

国
・
県
の
補
正
額
は
約
３
億
円

で
す
が
、
市
の
起
債
額
は
約
３

億
８
７
０
０
万
円
で
、
据
え
置

き
期
間
、
償
還
期
間
を
伺
う
。

答 

合
併
特
例
債
を
予
定
し
て
お

り
、
据
え
置
き
及
び
償
還
期
間

に
つ
い
て
は
借
入
時
の
契
約
に

よ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
平

成
19
年
及
び
20
年
に
行
っ
た
潮

来
二
中
建
設
事
業
、
前
川
運
動

公
園
の
整
備
事
業
は
15
年
償

還
、
据
え
置
き
期
間
３
年
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問 

市
長
は
市
民
の
健
康
づ
く

り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ま
ま
で
い
く
と
人
口
も
３

万
人
を
切
る
よ
う
な
状
況
で

す
。
財
政
基
盤
と
人
口
減
少
に

つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答 

市
長

　

改
革
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
無

駄
な
排
除
と
効
率
的
な
行
政
運

営
に
努
め
な
が
ら
、
地
域
経
済

の
振
興
を
図
り
、
税
収
改
革
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
企
業
誘
致

を
推
進
し
、
雇
用
機
会
の
創
出

と
と
も
に
、
潮
来
な
ら
で
は
の

施
策
の
展
開
な
ど
、
議
員
や
市

民
の
み
な
さ
ま
の
力
を
貸
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
に

つ
い
て

　

文
科
省
が
学
力
低
下
の
指
摘

を
受
け
、
平
成
19
年
度
に
43
年

振
り
に
小
学
６
年
と
中
学
３
年
の

学
年
全
員
を
対
象
に
実
施
し
ま
し

た
。
今
年
も
４
月
に
実
施
さ
れ
る

が
当
市
の
状
況
を
伺
う
。

　

各
科
目
の
、
市
、
県
、
全
国
の

正
答
率
、
昨
年
の
県
、
全
国
順

位
の
比
較
は
い
か
が
か
伺
う
。

答 

教
育
次
長　

　

市
町
村
名
、
学
校
名
を
明
ら

か
に
し
た
公
表
は
行
わ
な
い
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
内
の
状

況
で
は
国
語
が
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
ま
す
が
、
算
数
、
数
学

は
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。

問 

１
回
目
の
小
学
６
年
で
受

け
た
児
童
が
今
回
中
学
３
年
と

し
て
テ
ス
ト
に
臨
み
ま
す
。
体

力
も
学
力
も
伸
び
盛
り
で
、
小

学
校
と
中
学
校
と
連
携
方
法
を

考
え
て
、
成
長
ぶ
り
を
把
握
で

き
れ
ば
学
力
テ
ス
ト
の
本
来
の

目
的
に
か
な
う
と
思
う
が
い
か

が
か
。

答 

難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、

連
携
で
き
る
面
は
指
導
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
小
学
校
の
英
語
教
育
に
つ
い
て

◎
父
子
家
庭
に
つ
い
て

問問

問問
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大平　幸一 議員

企
業
誘
致
に
つ
い
て

　

誘
致
活
動
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

答 

企
業
誘
致
推
進
室
長

　

具
体
的
な
企
業
と
の
交
渉
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問 

進
捗
の
問
題
と
な
っ
て
い

る
要
因
を
伺
う
。

答 

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
そ
し
て
今

後
企
業
が
潮
来
市
に
求
め
て
い

る
も
の
を
再
度
精
査
し
て
、
市

と
し
て
の
支
援
策
を
研
究
し
て

進
め
て
い
き
ま
す
。

問 

土
地
、
借
地
部
、
集
約
の

進
捗
を
伺
う
。

答 

借
地
継
続
を
希
望
し
て
い
る

地
権
者
へ
、
順
番
を
決
め
て
再

度
企
業
へ
売
却
と
い
う
お
願
い

を
し
て
い
る
状
況
で
す
。

問 

立
て
看
板
等
で
の
広
報
活

動
の
状
況
を
伺
う
。

答 

年
末
年
始
等
、
多
く
の
方
が

鹿
島
神
宮
を
参
拝
し
ま
す
の

で
、
道
の
駅
近
く
に
「
進
出
企

業
募
集
中
」
と
い
う
看
板
を
設

置
し
ま
し
た
。

問 

旧
有
料
道
路
や
高
速
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
駐
車
場
等
に
設
置

は
で
き
な
い
か
。

答 

目
立
つ
場
所
や
大
き
な
看
板

等
一
目
で
分
か
る
よ
う
な
も
の

を
設
置
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問 

企
業
立
地
成
功
報
奨
制
度

の
広
報
内
容
を
伺
う
。

答 

市
の
広
報
紙
、
情
報
版
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
。
ま
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
情
報
提
供
を

し
て
い
き
ま
す
。

問 

今
年
度
か
ら
東
京
を
拠
点

と
し
た
活
動
に
つ
い
て
の
内
容

を
伺
う
。

答 

東
京
に
多
く
の
企
業
が
集

ま
っ
て
お
り
本
社
が
多
く
あ
り

ま
す
。
企
業
訪
問
の
際
潮
来
か

ら
は
時
間
も
か
か
り
ま
す
の

で
、
東
京
近
郊
に
在
住
の
方
で
、

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
、
金
融
機
関
な

ど
に
勤
務
さ
れ
多
く
の
企
業
と

の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
営
業
経

験
の
方
を
立
地
企
業
推
進
員
と

し
て
採
用
し
、
誘
致
活
動
を
進

め
て
も
ら
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

　

使
用
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

の
今
後
の
塵
芥
処
理
計
画
に
つ

い
て
伺
う
。

答 

環
境
課
長

　

緊
急
時
の
修
繕
期
間
が
短
期

の
場
合
に
つ
い
て
は
、
市
民
生

活
の
安
全
確
保
の
た
め
、
民
間

施
設
に
処
理
委
託
し
市
民
生
活

に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
修
繕
期
間

が
長
期
の
場
合
は
近
隣
自
治
体

へ
処
理
を
依
頼
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

答 

市
長

　

ゴ
ミ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

広
域
化
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

行
方
市
、
鉾
田
市
、
潮
来
市
の

中
で
は
、
当
市
が
焼
却
場
の
耐

用
年
数
が
間
近
に
迫
っ
て
い
ま

す
。
現
在
事
務
局
レ
ベ
ル
で
話

し
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
行
方
市
、
鉾
田

市
の
両
市
長
と
も
具
体
的
な
方

向
性
を
示
し
な
が
ら
、
意
思
の

統
一
を
図
ら
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て

　

運
用
時
期
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

総
務
課
長

消
防
庁
の
新
シ
ス
テ
ム
が
遅
れ

て
お
り
、
12
月
を
め
ど
に
導
入

を
進
め
て
い
ま
す
。

問 

広
報
活
動
の
内
容
を
伺
う
。

答 

全
戸
配
布
の
広
報
紙
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
予
定
で
す
。
ま
た
地

区
説
明
会
を
開
い
て
市
民
の
皆

様
に
周
知
す
る
予
定
で
お
り
ま

す
。

問問

問問

問問

企業誘致看板を設置

J-ALERT

潮来市クリーンセンター
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徳
島
小
学
校
の
今
後

は

　

市
教
育
委
員
会
は
、「
徳
島

小
学
校
の
今
後
の
在
り
方
検
討

の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
」
を
ま
と
め
た
。
徳
島
小
学

校
の
今
後
に
つ
い
て
教
育
長
の

見
解
を
伺
う
。

答 

教
育
次
長

　

徳
島
区
、
福
島
区
、
米
島
区

の
２
４
６
世
帯
を
対
象
に
実
施

し
た
。「
統
合
時
期
」
と
す
る
も

の
が
１
３
１
人
中
61
人
（
46
・

６
％
）、「
早
い
段
階
で
統
合
す

べ
き
」
が
、
45
人
（
34
・
４
％
）

で
あ
っ
た
。
複
数
回
答
を
可
と

し
た
の
で
、
実
質
的
に
は
６
割

程
度
で
あ
る
。
徳
島
小
学
校
の

児
童
に
と
っ
て
、
よ
り
よ
い
教

育
環
境
の
整
備
を
目
指
し
、
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
準
備

を
進
め
て
い
る
。

戸
別
所
得
補
償
モ
デ

ル
事
業
へ
の
対
応
は

　

バ
ラ
マ
キ
と
の
批
判
の
あ
る

本
事
業
。
農
水
省
発
行
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
と
市
の
広
報
紙
等
で

は
、
景
観
作
物
へ
の
対
応
に
全

く
触
れ
て
な
い
。
農
家
の
戸
惑

い
が
見
ら
れ
る
が
、
農
家
へ
の

対
応
を
伺
う
。

答 
農
政
課
長

　

国
は
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア

で
周
知
し
、
市
も
、
各
農
家
の

作
付
け
準
備
前
に
広
報
紙
へ
２

回
掲
載
し
、
対
象
農
家
へ
の
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、
地
元
集
落

説
明
会
、
土
地
改
良
区
へ
の
説

明
会
の
開
催
し
て
い
る
。
景
観

作
物
と
し
て
、
コ
ス
モ
ス
も
該

当
さ
せ
る
と
い
う
最
終
決
定
は

３
月
上
旬
で
あ
っ
た
。
市
の
広

報
紙
に
は
そ
の
旨
の
掲
載
は
し

て
な
い
が
、

説
明
会
で
は

そ
の
よ
う
な

説
明
は
し
て

い
る
。

７
月
の
防
災
訓
練
は

　

旧
八
代
小
学
校
が
昭
和
37
年

７
月
２
日
、
竜
巻
に
襲
わ
れ

た
。
潮
来
市
に
お
け
る
自
然
災

害
の
大
惨
事
の
記
憶
を
風
化
さ

せ
な
い
た
め
に
も
こ
の
時
季
を

中
心
に
防
災
訓
練
を
実
施
で
き

な
い
か
。

答 

総
務
課
長

　

過
去
の
災
害
を
教
訓
と
し

て
、
災
害
対
策
に
生
か
す
こ
と

は
重
要
な
こ
と
。
行
事
日
程
を

考
慮
し
、
こ
の
２
年
間
は
11
月

に
実
施
し
て
い
る
。
被
災
者
の

遺
族
の
心
中
を
察
し
、
被
災
日

を
中
心
に
訓
練
日
を
設
定
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
関
東
大
震
災

に
ち
な
み
防
災
の
日
を
中
心
に

９
月
１
日
前
後
を
基
本
と
考
え

て
い
る
。

市
有
地
の
未
登
記
問

題
は

　

狭
隘
市
道
の
拡
幅
整
備
の
た

め
市
民
か
ら
寄
付
を
受
け
た
土

地
の
所
有
権
移
転
登
記
が
行
わ

れ
て
い
な
い
。
対
応
を
伺
う
。

答 

都
市
建
設
課
長

　

昭
和
63
年
以
前
の
道
路
拡
幅

工
事
は
、
地
元
の
要
望
に
よ
り

利
便
性
を
図
る
た
め
、
土
地
の

寄
付
を
受
け
拡
幅
舗
装
工
事
が

優
先
さ
れ
た
。
所
有
権
移
転
登

記
が
遅
れ
、
関
係
者
に
は
迷
惑

を
か
け
て
い
る
。
今
後
は
、
測

量
費
等
の
予
算
化
を
図
り
、
緊

急
性
に
迫
ら
れ
た
と
こ
ろ
か
ら

整
理
し
て
い
く
。

分
か
り
や
す
い
住
居

表
示
等
は

　

潮
来
地
区
の
西
一
丁
目
か
ら

八
丁
目
・
七
軒
町
・
十
番
・
十

四
番
ま
で
が
潮
来
市
潮
来
で
あ

る
。
上
戸
地
区
は
、
芝
宿
・
横

須
賀
・
台
上
戸
、島
須
地
区
は
、

宿
・
古
宿
・
塩
根
・
赤
須
等
そ

れ
ぞ
れ
広
範
囲
で
分
か
り
づ
ら

い
。「
字
の
区
域
・
住
居
表
示

の
変
更
・
整
理
」
に
つ
い
て
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

問問

𠮷川　俊 議員

答 

総
務
課
長

　

潮
来
地
区
・
上
戸
地
区
・
島

須
地
区
等
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
区
割
り
の
中
で
住
民
が
著
し

く
不
便
を
強
い
ら
れ
て
い
る
と

は
言
え
な
い
。
当
面
は
、
現
行

ど
お
り
で
よ
い
と
考
え
る
。

　

な
お
、
延
方
地
区
は
、
甲
・
乙
・

丙
が
序
列
を
想
起
さ
せ
、
乙
が

数
字
の
２
と
混
同
し
や
す
く
不

評
で
、
住
民
か
ら
変
更
要
請
が

多
か
っ
た
。

問問

問問

問問

どちらも潮来です

風化させないで

問問
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柚木　巖 議員

学
校
耐
震
化
に
つ
い

て

　

国
の
耐
震
化
予
算
が
大
幅
に

減
額
と
な
る
が
、
本
市
の
耐
震

化
計
画
は
継
続
可
能
か
。

答 

教
育
次
長

　

現
在
実
施
中
の
二
次
診
断
の

結
果
を
踏
ま
え
て
、
今
後
計
画

を
策
定
し
ま
す
。
教
育
委
員
会

と
し
て
は
児
童
の
安
全
安
心
を

考
え
ま
す
と
、
引
き
続
き
学
校

の
耐
震
化
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

耐
震
化
優
先
度
調
査
結
果

は
。

答 

二
次
診
断
の
結
果
が
出
て
か

ら
合
わ
せ
て
公
表
し
ま
す

問 

優
先
度
調
査
及
び
二
次
診

断
の
費
用
は
。

答 

優
先
度
調
査
は
５
５
６
万
５

千
円
、
二
次
診
断
は
３
２
８
８

万
６
千
円
で
す
。

問 

平
成
22
年
度
予
算
に
潮
来

小
学
校
の
設
計
委
託
料
３
千
万

円
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、

潮
来
小
学
校
を
最
優
先
に
改
築

す
る
根
拠
は
。

答 

潮
来
小
学
校
は
耐
震
構
造
上

で
表
す
と
２
棟
で
、
１
棟
は
昭

和
44
年
の
建
物
で
す
。
昭
和
56

年
以
前
の
建
物
の
新
耐
震
と
違

い
、
46
年
以
前
は
旧
耐
震
規
格

で
鉄
筋
の
配
筋
の
関
係
で
も
ろ

い
も
の
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
雨
漏
り
個

所
や
若
干
の
不
同
沈
下
、
外
壁

の
劣
化
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
旧
耐
震
の
46
年
以
前
の
建

物
は
徳
島
小
学
校
も
同
様
で
す

が
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
潮

来
小
学
校
を
優
先
し
ま
し
た
。

問 

今
後
、
改
築
及
び
耐
震
補

強
の
国
の
補
助
は
ど
の
よ
う
に

な
る
か
。

答 

計
画
期
間
を
平
成
18
年
か
ら

22
年
度
ま
で
と
す
る
第
三
次
地

震
防
災
緊
急
事
業
５
カ
年
計
画

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
震
防

災
対
策
特
別
措
置
法
で
は
、
平

成
22
年
度
ま
で
の
か
さ
上
げ
措

置
で
時
限
措
置
と
な
っ
て
い
ま

す
。
改
築
の
場
合
は
通
常
３
分

の
１
の
補
助
率
で
、
Is
値
が
０
・

３
未
満
は
２
分
の
１
に
な
り
ま

す
。
ま
た
耐
震
補
強
の
場
合
は

通
常
３
分
の
１
で
す
が
か
さ
上

げ
期
間
は
２
分
の
１
と
な
り
、

さ
ら
に
Is
値
が
０
・
３
未
満
は

３
分
の
２
の
補
助
率
と
な
り
ま

す
。浄

化
槽
市
町
村
設
置

型
方
式
の
推
進
に
つ

い
て

　

導
入
に
向
け
て
の
進
捗
は
。

答 

下
水
道
課
長

　

事
業
要
件
と
し
て
高
度
処
理

浄
化
槽
の
設
置
が
年
間
20
戸
以

上
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
潮
来
市
に
お
い
て
は
浄

化
槽
対
象
戸
数
が
２
７
０
０
戸

程
度
で
あ
り
、
近
年
の
設
置
基

数
が
平
成
19
年
度
36
基
、
平
成

20
年
度
28
基
、
平
成
21
年
度
18

基
と
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
事

業
要
件
を
ク
リ
ア
で
き
な
い
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
平
成
19
年
10
月
の
県
条

例
改
正
に
よ
り
高
度
処
理
型
の

窒
素
お
よ
び
リ
ン
を
除
去
す
る

タ
イ
プ
の
み
が
補
助
対
象
と

な
っ
た
結
果
、
補
助
対
象
分
の

基
数
が
19
年
度
３
基
、
20
年
度

10
基
、
21
年
度
３
基
と
低
迷
し

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
設
置
の
み
な
ら
ず
、

以
後
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
も

市
管
理
と
な
る
た
め
財
政
状
況

も
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
市
と
し
て
は
公

共
用
水
域
の
水
質
改
善
と
生
活

環
境
改
善
の
た
め
、
生
活
排
水

対
策
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
妥
当
な
時
期
、
最
適
な

事
業
を
導
入
す
る
た
め
に
、
引

き
続
き
本
事
業
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問 
集
落
排
水
事
業
計
画
地
区

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
て
は
ど
う
か
。

答 

従
来
の
農
排
計
画
は
水
原
、

徳
島
、
築
地
・
江
寺
、
茂
木
・

堀
之
内
地
区
で
す
。
財
政
面
で

の
事
業
費
を
比
較
し
ま
す
と
農

業
集
落
排
水
事
業
は
約
34
億
８

千
万
円
、
浄
化
槽
市
町
村
設
置

型
事
業
は
13
億
８
千
万
円
と
の

試
算
も
あ
り
ま
す
。

　

浄
化
槽
方
式
で
の
対
応
と
な

る
と
、
市
町
村
設
置
型
か
個
人

設
置
型
の
い
ず
れ
か
に
な
り
ま

す
。
個
人
設
置
型
で
も
設
置
後

の
維
持
管
理
の
大
切
さ
、
排
水

基
準
や
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
よ
る
生
活

排
水
に
対
す
る
住
民
意
識
の
改

革
な
ど
、
市
が
積
極
的
に
関
与

す
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通

じ
て
、
浄
化
槽
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ

を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

問問

問問
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旧
水
郷
有
料
道
路
の

新
し
い
名
称
に
つ
い
て

　

旧
水
郷
有
料
道
路
の
愛
称
を

小
学
校
、
中
学
校
の
児
童
生

徒
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
応
募
し

て
い
た
だ
き
、
潮
来
に
ふ
さ
わ

し
い
新
し
い
名
称
を
つ
け
て
い

た
だ
く
の
は
ど
う
か
。
市
の
考

え
を
伺
う
。

答 

都
市
建
設
課
長

　

無
料
化
に
な
っ
た
今
で
も
、

有
料
道
路
と
呼
ん
で
し
ま
う
と

の
話
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

親
し
み
の
あ
る
愛
称
を
つ
け
る

こ
と
も
必
要
と
思
い
ま
す
。
北

浦
大
橋
は
公
募
に
よ
り
サ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
と
つ
け
ら
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
道
路
管
理
者
で
あ
る

県
の
潮
来
土
木
事
務
所
と
協
議

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

幹
線
道
路
の
整
備
に

つ
い
て

　

稲
井
川
盛
土
地
内
の
市
道
１

６
５
５
号
線
、
こ
の
幹
線
道
路

は
地
区
の
骨
格
に
な
る
道
路
と

し
て
地
域
の
発
展
に
大
き
く
寄

与
す
る
道
路
で
あ
り
ま
す
。
小

泉
南
地
区
ま
で
の
延
伸
の
計
画

が
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
進

ち
ょ
く
状
況
を
伺
う
。

答 

都
市
建
設
課
長

　

こ
の
路
線
は
、
全
体
延
長
が

１
１
０
０
メ
ー
ト
ル
で
す
。
そ

の
う
ち
平
成
22
年
度
の
事
業
内

容
と
し
ま
し
て
は
、
用
地
業
務

測
量
が
５
５
０
メ
ー
ト
ル
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
補

償
調
査
業
務
並
び
に
地
質
調
査

業
務
等
を
行
う
予
定
で
現
在
進

め
て
お
り
ま
す
。

天
満
神
社
の
文
化
財

指
定
に
つ
い
て

　

学
問
の
神
様
と
し
て
知
ら
れ

る
天
満
神
社
。
本
殿
に
は
菅
原

道
真
公
ゆ
か
り
の
由
緒
あ
る
天

神
様
が
祭
ら
れ
て
お
り
、
天
満

神
社
を
文
化
財
と
し
て
指
定
で

き
な
い
か
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答 

中
央
公
民
館
長

　

建
造
物
で
市
内
に
現
存
す
る

も
の
の
う
ち
重
要
な
も
の
に
つ

い
て
は
、
そ
の
保
存
及
び
活
用

の
た
め
に
必
要
な
処
置
を
講
じ

る
も
の
と
し
て
、
潮
来
市
文
化

財
保
護
条
例
第
四
条
に
基
づ
く

指
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
天
満
神
社
の
指
定
に
際
し

て
は
、
申
請
に
必
要
な
天
満
神

社
に
関
す
る
資
料
等
を
準
備
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

問 

天
満
神
社
境
内
に
は
、
防

火
水
槽
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
か
な
り
老
朽
化
し
て
い

る
と
見
受
け
ら
れ
る
。
消
防
力

の
充
実
か
ら
も
、
防
火
水
槽
の

更
新
を
計
画
的
に
推
進
で
き
な

い
か
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答 

総
務
課
長

　

天
満
神
社
境
内
、
須
賀
集
会

所
わ
き
の
防
火
水
槽
に
つ
き
ま

し
て
は
老
朽
化
が
進
ん
で
お

り
、
安
心
安
全
の
た
め
早
急
に

更
新
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
平
成
22
年
度
の
予
算
に
計

上
し
ま
し
た
。

青
少
年
の
健
全
育
成

に
つ
い
て

　

犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
た
め

に
は
犯
罪
や
非
行
を
す
る
人
を

生
み
出
さ
な
い
よ
う
な
家
庭
や

地
域
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
大

切
な
こ
と
で
す
。
青
少
年
を
更

生
、
支
援
す
る
保
護
司
の
皆
さ

ん
に
は
日
夜
活
動
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
各
中
学
校
に
お

問問

内田　正一内田　正一 議員

い
て
保
護
司
を
招
き
講
座
の
開

催
を
提
言
す
る
が
、
市
の
考
え

を
伺
う
。

答 

教
育
次
長

　

犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
た
め

に
は
、
行
政
、
地
域
、
家
族
等

の
連
携
が
大
事
で
あ
る
と
存
じ

ま
す
。
保
護
司
に
よ
る
中
学
校

で
の
講
座
の
件
に
つ
い
て
は
、

保
護
司
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

伺
い
、
内
容
等
を
調
整
し
ま
し

て
、
講
座
の
開
催
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
の

対
策
に
つ
い
て

問問

問問

問問

天満神社の文化財指定を

青少年のための地域づくりを

旧有料道路の名称は
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議
会
広
報
編
集
委
員
会

委

員

長　
　

柚
木　
　

巖

副
委
員
長　
　

沼
里
真
一
郎

委　
　

員　
　

杉
本　

俊
一

　
　
　
　
　
　

小
沼　

英
明

　
　
　
　
　
　

加
藤　

政
司

　
　
　
　
　
　

田
崎　
　

清

　

県
内
初
と
な
る
茨
城
空
港
が

開
港
し
、
潮
来
市
は
前
川
排
水

機
場
と
噴
水
施
設
が
完
成
し
た
。

　

本
年
度
は
〝
続
健
康
〞
を
テ
ー

マ
に
市
民
の
健
診
無
料
化
や
女

性
特
有
の
が
ん
の
検
診
無
料
ク
ー

ポ
ン
な
ど
、
健
康
と
福
祉
の
拡
充

が
な
さ
れ
た
。

　

外
国
で
は
「
南
米
チ
リ
の
大
地

震
」
に
続
き
、「
中
国
青
海
省
地

震
」
や
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
火
山
噴

火
に
よ
る
欧
州
で
の
欠
航
な
ど
自

然
の
猛
威
に
な
す
術
も
な
い
程
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
国
で
は
学
校
耐
震

化
工
事
の
前
倒
し
執
行
が
決
定
。

本
市
に
お
い
て
も
耐
震
化
に
向
け

た
取
り
組
み
が
着
々
と
進
ん
で
い

る
。

　

市
の
将
来
像
「
豊
か
な
自
然
、

あ
ふ
れ
る
元
気
、
み
ん
な
で
つ
く

る
水
の
郷
」
を
目
指
し
、
市
民
の

皆
様
と
行
政
・
議
会
の
協
働
で
よ

り
健
全
な
財
政
を
築
い
て
行
き
た

い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
柚
木　

巖
）

編編

集集

後後

記記

　生徒や住民が心待ちにしていた体育館が建　生徒や住民が心待ちにしていた体育館が建
設されます。４月に起工式が行われ、来年３設されます。４月に起工式が行われ、来年３
月には完成する予定です。月には完成する予定です。

　４月から図書館が指定管理者制度となり、　４月から図書館が指定管理者制度となり、
これまで休館だった月曜日、金曜日の午前もこれまで休館だった月曜日、金曜日の午前も
開館しています。開館しています。

　議会傍聴は市政や議員活動を知る最も
身近な機会です。気軽にお越しください。
（傍聴は市民課で受付します）

平成２２年第２回定例会は

議会傍聴へお越しください議会傍聴へお越しください 議会インターネット中継を実施しています。

　本会議の様子をインターネット
でご覧いただけます。潮来市議会
ホームページからアクセスしてく
ださい。
○アクセス件数
・３月定例会生中継　６６９件（5日間）
・録画中継（１月～３月）　１，２８１件

６月３日【木】　　
　　　開会予定です。

　前川運動公園が整備され、野球場などが　前川運動公園が整備され、野球場などが
リニューアルしました。リニューアルしました。

日の出中学校体育館が建設されます日の出中学校体育館が建設されます 月曜日も図書館が開館しています月曜日も図書館が開館しています

前川運動公園がリニューアル前川運動公園がリニューアル


